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市
（
町
・
村
）
国
民
健
康
保
険
税
条
例
（
例
）
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
例
）

市
（
町
・
村
）
国
民
健
康
保
険
税
条
例
（
例
）
（
昭
和
二
十
六
年
地
財
委
税
第
八
百
八
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
二
十
万
円
」
を
「
二
十
二
万
円
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
二
十
万
円
」
を
「
二
十
二
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
八
万
五
千
円
」
を
「
二
十
九

万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
五
十
二
万
円
」
を
「
五
十
三
万
五
千
円
」
に
改
め
る
。

『
（
世
帯
別
平
等
割
額
を
課
さ
な
い
市
町
村
）

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
二
十
万
円
」
を
「
二
十
二
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
八
万
五
千
円
」
を
「
二
十
九

万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
五
十
二
万
円
」
を
「
五
十
三
万
五
千
円
」
に
改
め
る
。

』

『
（
地
方
税
法
施
行
令
第
五
十
六
条
の
八
十
九
第
二
項
第
三
号
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
減
額
を
行
う
市
町
村
）

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
二
十
万
円
」
を
「
二
十
二
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
八
万
五
千
円
」
を
「
二
十
九

万
円
」
に
改
め
る
。

』

『
（
世
帯
別
平
等
割
額
を
課
さ
ず
、
地
方
税
法
施
行
令
第
五
十
六
条
の
八
十
九
第
二
項
第
三
号
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
減
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額
を
行
う
市
町
村
）

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
二
十
万
円
」
を
「
二
十
二
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
八
万
五
千
円
」
を
「
二
十
九

万
円
」
に
改
め
る
。

』

第
二
十
三
条
の
二
中
「
第
二
十
四
条
の
二
」
を
「
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
中
「
そ
の
他
の
特
例
対
象
被
保
険
者
等
で
あ
る
こ
と
の
事
実
を
証
明
す
る
書
類
」
を
「
又
は
雇
用

保
険
受
給
資
格
通
知
（
同
令
第
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
、
「
同
項
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
、
第
四
項
、
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
第
十
二
項
及
び
第
十
三
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
の
」
を
「
第
二

十
三
条
の
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
（
例
）
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
適
用
区
分
）
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２

こ
の
条
例
（
例
）
に
よ
る
改
正
後
の
市
（
町
・
村
）
国
民
健
康
保
険
税
条
例
（
例
）
の
規
定
は
、
令
和
五
年
度
以
後
の
年

度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
四
年
度
分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。


